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・接種間隔：５か月

・接種対象(3回目を接種した①または②の方)：
①60歳以上の方

②基礎疾患を有する方

その他重症化リスクが高いと医師が認める方

(18歳以上（59歳以下）)
※②は予防接種法の努力義務の適用外

・使用ワクチン

武田/モデルナ社 ワクチン および

ファイザー社 ワクチン
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１ 新型コロナワクチン・４回目接種対象等
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２ 横浜市の４回目接種対象者数（想定）

4回目接種対象者数

約１25万人

・60歳以上の方 ： 約108万人 （※1）

・基礎疾患を有する方等(18～59歳)

： 約１７万人 ( ※2)

※1 令和4年4月19日時点 60歳以上の方の２回目接種者数（全ての方が3回目接種することを想定）
※2 基礎疾患を有する方の考え方：18～59歳人口 約201万人 × 8.2％＝１７万（１６．４万）人

(8.2%は厚労省「接種の手引き」より20～64歳の基礎疾患あり比率）
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３ 4回目接種時期想定（３回目接種者数推移(12/1～４/1９)から）

(人)

5月 6月 7月 8月
4回目接種
可能時期
(5か月後)

9月～

VRSデータ(R4.4.19時点)より

3回目
接種者数

約10万人
(12/1-1/30)

約41万人
(1/31-2/27)

約88万人
(2/28-3/27)

約42万人
(3/28-4/19)

※18-59歳のうち基礎疾患を
有する方等のみ4回目対象
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４ 接種券発送方法

①60歳以上の方
３回目を接種した方へ接種券発送

②基礎疾患を有する方等（18～59歳）
３回目を接種した18～59歳の方へ接種券発送

このうち接種対象者(基礎疾患を有する方等)のみ

予約受付・接種

※基礎疾患を有する方等は、接種についてかかりつけ医にご相談ください

■対象外の方への接種を防止するため、

十分な案内や確認等の対策を実施
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４ 接種券発送方法(個別通知用封筒イメージ)

※本画像はイメージ図です
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５ スケジュール(目安)

・５月20日(金)から

接種券発送開始

・接種可能日(3回目接種日の5か月後)の

約３週間前～発送予定

※接種開始は国の政省令改正後（５月下旬予定）



３回目から切れ目のない接種規模・体制の

継続・確保により円滑・迅速な４回目接種の実施

8

６ 接種体制

ファイザー
個別
接種

・医療機関で3回目から継続実施

（3回目接種時：最大 約2,000か所)

武田/
モデルナ

個別
接種

・医療機関で3回目から継続実施

（3回目接種時：最大 約600か所)

集団
接種

・集団接種会場 9か所程度

(原則として、３回目接種と同一の方面別会場で調整中)

・大規模接種会場 2か所

(横浜ハンマーヘッド１階CIQホール、

横浜ビジネスパーク横浜ラーニングセンター）

【詳細は後日発表予定】



接種券が届いたら、かかりつけ医や、

市ウェブサイトでの予約・接種をおすすめします

予約方法（横浜市受付分）

・予約専用サイト（Web）・市公式LINE

・予約センター（電話）

・FAX（耳の不自由な方でインターネット予約ができない方専用）

※直接予約を受け付ける医療機関は個別通知でご案内予定
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７ 予約方法など
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８ 予約代行・支援体制

インターネットでの予約が困難な方へのサポート

予約代行・電話予約
・市内郵便局302か所での予約代行

参考：３回目接種時の予約代行実績 20,895件

・18区役所（ワクチン相談員）での

予約代行・相談対応（最大90名体制）

・予約センターでの電話予約

最大650席体制（３回目・最大560席）

参考：３回目接種時の予約代行実績 16,766件

※予約代行実績の期間は3月末まで


